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2022 年度事業計画 

（2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで） 

東海市民社会ネットワーク 

 

１ Ｇ７市民社会コアリション 2023への参加及びその活動に連動した事業 

2023年６月に日本で開催が予定されているＧ７サミットに対応するため、2022年 5月 10日に設

立された「Ｇ７市民社会コアリション 2023（以下コアリションという）」に参加し、以下の活動を

行う。 

（１） コアリションの会員となり、当団体として意義があると判断する事業に参加する。 

（２） コアリションの取り組みに連動して、東海地域の市民社会等と協働する事業を実施する。 

 

（参考資料）①コアリションの位置づけ  ②コアリションの規約 

第 4条 本会は、第 2条の目的を達成するため、以下の活動を行います。  

1. 日本国内外の市民社会と協力した G7関連会合に対する政策提言  

2. 日本政府との面会およびサミット関連の情報収集  

3. 他のエンゲージメント・グループとの連携構築  

4. グローバルな市民社会が開催する「C7サミット」への協力  

5. 首脳会合開催地の市民社会との連携および「市民社会サミット」の開催  

6. 市民社会による活動の広報や啓発キャンペーン  

7. その他、第 2条の目的に資する活動 

 

２ ＳＤＧｓに関連する学習会・研究会 

（１） 2022 年総会記念イベント「市民の立場から平和を語ろう」の開催 

６月４日（土）14:00～16:30 

（２） ＪＩＣＡ中部と NGO等が連携する海外ルーツの市民との共生に関する事業 

（３） その他（適宜） 

 

３ 関連事業への参加・協力 

（１）「きれいな水といのちを守る全国集会」（2022年 10月 8・9日） 

・主催  きれいな水といのちをまもる全国連絡会 

（２）その他 随時協力 

 

４ ホームページ等による情報発信 

 

５ 東海市民社会ネットワークのあり方の検討 

（１） 東海市民社会ネットワークの存在意義の確認 

（２） 会員のニーズ調査の実施と分析 

（３） 幹事会、事務局体制、事業の進め方等の検討 



（参考） 

 

 

 



G7市民社会コアリション2023 
し みんしゃかい

規約 
き やく

第1 条 　名称  
だい じょう めいしょう

1. 本会の名称は、G7市民社会コアリション2023とします。 
ほんかい めいしょう し みんしゃかい

2. 本会の英文名称は、Japan Civil Society Coalition on G7 Summit 2023とします。 
ほんかい えいぶんめいしょう

第2 条 　目的 
だい じょう もくてき

本会は、2023年に日本で開催されるG7サミット首脳会議および関連閣僚会議に、市民社会
ほんかい ねん に ほん かいさい しゅのうかい ぎ かんれんかくりょうかい ぎ し みんしゃかい

の声が反映され、2030アジェンダが掲げる「誰ひとり取り残さない社会」の実現に貢献できる
こえ はんえい かか だれ と のこ しゃかい じつげん こうけん

よう、議 長 国である日本政府を含むG7各国政府に働きかけることを目的とします。 
ぎ ちょうこく に ほんせい ふ ふく かっこくせい ふ はたら もくてき

第3 条 　活動方針 
だい じょう かつどうほうしん

本会は、市民社会のネットワークとして、以下の事項に基づき、適切でわかりやすい仕組みを
ほんかい し みんしゃかい い か じ こ う もと てきせつ し く

作ったうえで運営を行います。 
つく うんえい おこな

1. 十 分な公開性と透明性を保障する民主的な意思決定を行うこと。 
じゅうぶん こうかいせい とうめいせい ほ しょう みんしゅてき い し けってい おこな

2. 提言作成を含む各活動における討議と決定プロセスを尊重すること。 
ていげんさくせい ふく かくかつどう とう ぎ けってい そんちょう

3. 目的に対して合理的かつ有効な、成果 重 視の活動を追求すること。 
もくてき たい ごう り てき ゆうこう せい か じゅう し かつどう ついきゅう

4. 地 球 規模課題に取り組む国際的な市民社会と連携すること。 
ち きゅう き ぼ か だい と く こくさいてき し みんしゃかい れんけい

5. 貧困や格差、環 境 問題などの地 球 規模課題によって危機にさらされている人々へのアカウ
ひんこん かく さ かんきょうもんだい ち きゅう き ぼ か だい き き ひとびと

ンタビリティ（応答責任）を認識すること。 
おうとうせきにん にんしき

6. 会員、支援者、関係者へのアカウンタビリティを認識すること。 
かいいん し えんしゃ かんけいしゃ にんしき

7. 世界人権宣言や国際人権規約などの国際規範を遵守し、市民の自由な活動の擁護に努力す
せ かいじんけんせんげん こくさいじんけん き やく こくさい き はん じゅん しゅ し みん じ ゆう かつどう よう ご ど りょく

ること。 

8. 日本国の法令を遵守した活動を実施し、コンプライアンスを徹底すること。 
に ほんこく ほうれい じゅんしゅ かつどう じ っ し てってい

9. 本活動方針は、会員が非暴力の市民的不服従の取り組みを行うことを妨げるものではな
ほんかつどうほうしん かいいん ひ ぼうりょく し みんてき ふ ふくじゅう と く おこな さまた

い。  

第4 条 　活動 
だい じょう かつどう

本会は、第2条の目的を達成するため、以下の活動を行います。 
ほんかい だい じょう もくてき たっせい い か かつどう おこな

1. 日本国内外の市民社会と協力したG7関連会合に対する政策提言 
に ほんこくないがい し みんしゃかい きょうりょく かんれんかいごう たい せいさくていげん

2. 日本政府との面会およびサミット関連の情報 収集  
に ほんせい ふ めんかい かんれん じょうほうしゅうしゅう

3. 他のエンゲージメント・グループとの連携構築 
た れんけいこうちく
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4. グローバルな市民社会が開催する「C7サミット」への協力 
し みんしゃかい かいさい きょうりょく

5. 首脳会合開催地の市民社会との連携および「市民社会サミット」の開催 
しゅのうかいごうかいさい ち し みんしゃかい れんけい し みんしゃかい かいさい

6. 市民社会による活動の広報や啓発キャンペーン 
し みんしゃかい かつどう こうほう けいはつ

7. その他、第2条の目的に資する活動 
た だい じょう もくてき し かつどう

第5 条 　活動期間 
だい じょう かつどう き かん

本会の活動期間は、2022年5月10日から2023年12月31日までとします。 
ほんかい かつどう き かん ねん がつ か ねん がつ にち

第6 条 　会員 
だい じょう かいいん

1. 本会に団体会員と個人会員を置きます。 
ほんかい だんたいかいいん こ じんかいいん お

2. 総会の議決権を有するのは団体会員のみとします。 
そうかい ぎ けつけん ゆう だんたいかいいん

3. 新たに本会の会員になろうとするものは、別に定める参加申込書を幹事会に提出すること
あら ほんかい かいいん べつ さだ さん か もうしこみし ょ かん じ かい ていしゅつ

とします。 

4. 以下の要件を満たし、入会が適切であると幹事会が認める場合に、会員となることができま
い か ようけん み にゅうかい てきせつ かん じ かい みと ば あい かいいん

す。 

5. 団体会員・個人会員ともに、退会を希望する場合はこれを妨げません。 
だんたいかいいん こ じんかいいん たいかい き ぼう ば あい さまた

6. 会員であっても以下の要件を満たさなくなった場合は、幹事会が退会を求めることができ
かいいん い か ようけん み ば あい かん じ かい たいかい もと

ます。 

[団体会員] 
だんたいかいいん

a.活動実績と連絡体制を有する市民社会組織（CSO）またはそれに準ずる組織であること。 
かつどうじっせき れんらくたいせい ゆう し みんしゃかい そ しき じゅん そ しき

b.本会の趣旨に賛同し、求めに応じて可能な範囲で一緒に行動する意向があること。 
ほんかい しゅ し さんどう もと おう か のう はん い いっしょ こうどう い こう

c.団体名を本会のウェブサイトやパンフレットなどに掲載すること。 
だんたいめい ほんかい けいさい

[個人会員] 
こ じ ん かいいん

a.本会の趣旨に賛同し、求めに応じて可能な範囲で一緒に行動する意向がある個人である
ほんかい しゅ し さんどう もと おう か の う はん い いっしょ こうどう い こう こ じん

こと。 

第7 条 　総会 
だい じょう そうかい

1. 総会は、会員で構成し、次の各号について審議し、決定します。 
そうかい かいいん こうせい つぎ かくごう しん ぎ けってい

a. 本会の規約の承認および改正 
ほんかい き やく しょうにん かいせい

b. 幹事団体の選出および改選 
かん じ だんたい せんしゅつ かいせん

c. 活動報告および決算報告の承認 
かつどうほうこく けっさんほうこく しょうにん

d. その他、幹事会で必要と認めた重要事項 
た かん じ かい ひつよう みと じゅうよう じ こう

2. 総会は、本会の活動期間中に開催し、本会の代表が招集します。ただし、設立総会は、本会の
そうかい ほんかい かつどう き かんちゅう かいさい ほんかい だいひょう しょうしゅう せつりつそうかい ほんかい

呼びかけ団体が招集します。 
よ だんたい しょうしゅう

3. 総会は、次の各号のいずれかに該当するときに開催します。 
そうかい つぎ かくごう がいとう かいさい

a. 幹事団体が必要と認め、招集の請求をしたとき 
かん じ だんたい ひつよう みと しょうしゅう せいきゅう

b. 過半数の団体会員から会議の目的たる事項を示して開催請求があったとき 
か はんすう だんたいかいいん かい ぎ もくてき じ こう しめ かいさいせいきゅう

c. 監事が招集したとき 
かん じ しょうしゅう
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4. 総会は、団体会員の過半数の出席（委任状の提出または書面表決を含む）により成立しま
そうかい だんたいかいいん か はんすう しゅっせき い にん じょう ていしゅつ しょめんひょうけつ ふく せいりつ

す。 

5. 総会の議決は、出席した団体会員の過半数の賛成（委任状の提出または書面表決を含む）
そうかい ぎ け つ しゅっせき だんたいかいいん か はんすう さんせい い にん じょう ていしゅつ しょめんひょうけつ ふく

をもって決定します。 
けってい

第8 条 　幹事団体 
だい じょう かん じ だんたい

1. 総会は、会員で構成し、次の各号について審議し、決定します。 
そうかい かいいん こうせい つぎ かくごう しん ぎ けってい

2. 本会に5団体以上15団体以内の幹事団体を置きます。幹事団体数は、幹事会において必要
ほんかい だんたい い じょう だんたい い ない かん じ だんたい お かん じ だんたいすう かん じ かい ひつよう

に応じて見直すこととします。 
おう み なお

3. 幹事団体は、定期的に幹事会に出席し、第9条に定める事項について決定を行います。 
かん じ だんたい てい き てき かん じ かい しゅっせき だい じょう さだ じ こう けってい おこな

4. 幹事団体は、総会において、団体会員から選出します。 
かん じ だんたい そうかい だんたいかいいん せんしゅつ

5. 幹事団体の任期は本会の活動終了までとします。ただし、退任を希望する場合はこれを妨げ
かん じ だんたい にん き ほんかい かつどうしゅうりょう たいにん き ぼう ば あい さまた

ません。 

第9 条 　幹事会 
だい じょう かん じ

1. 幹事会は、幹事団体をもって構成し、次の各号について審議し、決定します。 
かん じ かい かん じ だんたい こうせい つぎ かくごう しん ぎ けってい

a. 新規会員の承認 
しん き かいいん しょうにん

b. 本会の代表の選出  
ほんかい だいひょう せんしゅつ

c. 本会の監事の選任 
ほんかい かん じ せんにん

d. 本会の幹事団体の増員が必要な場合に、開催地の市民団体を含めて3団体に限った追加 
ほんかい かん じ だんたい ぞういん ひつよう ば あい かいさい ち し みんだんたい ふく だんたい かぎ つい か

e. 本会の活動計画および予算の承認 
ほんかい かつどうけいかく よ さん しょうにん

f. 本会の運営に関し、重要かつ必要な事項 
ほんかい うんえい かん じゅうよう ひつよう じ こう

2. 幹事会は、本会の活動期間中、幹事団体が必要と認めたときに開催します。 
かん じ かい ほんかい かつどう き か ん ちゅう かん じ だんたい ひつよう みと かいさい

3. 幹事会は、幹事団体の過半数の出席をもって成立することとします。 
かん じ かい かん じ だんたい か はんすう しゅっせき せいりつ

4. 幹事会の議決は、出席した幹事団体の過半数の賛成をもって決定します（委任状または書面
かん じ かい ぎ けつ しゅっせき かん じ だんたい か はんすう さんせい けってい い にん じょう しょめん

評決の提出を含む）。 
ひょうけつ ていしゅつ ふく

5. 本規約に定めるものの他、幹事会の運営に必要な事項は、幹事会において定めます。 
ほん き やく さだ ほか かん じ かい うんえい ひつよう じ こう かん じ かい さだ

第10 条 　 代表  
だい じょう だいひょう

1. 本会には、3名以内の代表を置きます。 
ほんかい めい い ない だいひょう お

2. 本会の代表は、幹事会において、幹事団体から選任します。 
ほんかい だいひょう かん じ かい かん じ だんたい せんにん

3. 代表の任期は本会の活動終了までとします。ただし、退任を希望する場合はこれを妨げませ
だいひょう にん き ほんかい かつどうしゅうりょう たいにん き ぼう ば あい さまた

ん。 

第11 条 　 共同 事務 局  
だい じょう きょうどう じ む きょく

1. 本会の活動の円滑な実施運営のために、幹事会は共同事務局を置くことができます。 
ほんかい かつどう えんかつ じ っ し うんえい かん じ かい きょうどう じ む きょく お

2. 共同事務局の運営に必要な事項は、共同事務局会議において定めることとし、共同事務局
きょうどう じ む きょく うんえい ひつよう じ こう きょうどう じ む きょくかい ぎ さだ きょうどう じ む きょく

は適宜、幹事会に報告します。 
てき ぎ かん じ かい ほうこく
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第12 条 　国際連携委員会 
だい じょう こくさいれんけい い いんかい

1. 国際連携事業の円滑な実施運営のため、幹事会は国際連携委員会を置くことができます。 
こくさいれんけいじぎょう えんかつ じ っ し うんえい かん じ かい こくさいれんけい い いんかい お

2. 国際連携委員会の活動に必要な事項は、幹事会において定めることとし、国際連携委員会
こくさいれんけい い いんかい かつどう ひつよう じ こう かん じ かい さだ こくさいれんけい い いんかい

は適宜、幹事会に報告します。 
てき ぎ かん じ かい ほうこく

3. 幹事会は、必要に応じて国際連携委員会委員長を置くことができます。 
かん じ かい ひつよう おう こくさいれんけい い いんかい い いんちょう お

第13 条 　監事 
だい じょう かん じ

1. 本会の活動および財務状況を監査するため、1名以上の監事を置きます。 
ほんかい かつどう ざい む じょうきょう かん さ めいいじょう かん じ お

2. 監事は、幹事会が選任します。 
かん じ かん じ かい せんにん

3. 監事の任期は本会の活動終了までとします。ただし、退任を希望する場合はこれを妨げませ
かん じ にん き ほんかい かつどうしゅうりょう たいにん き ぼう ば あい さまた

ん。 

第14 条 　規約の改正 
だい じょう き やく かいせい

本会の規約は、総会の決議により改正することができます。 
ほんかい き やく そうかい けつ ぎ かいせい

附則 
ふ そく

1. 本規約は、2022年5月10日から施行します。 
ほん き やく ねん がつ か し こう

2. 本会の呼びかけ団体は、次に掲げる団体とします。 
ほんかい よ だんたい つぎ かか だんたい

　　　特定非営利活動法人 国際 協力 NGOセンター 
とくてい ひ えい り かつどうほうじん こくさいきょうりょく

　　　一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク 
いっぱんしゃだんほうじん し みんしゃかい

3. 本会の組織図は以下の通りです。 
ほんかい そ しき ず い か とお

 

 

 

 

 

以上
い じょう
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代表
だいひょう

監事
かん じ

共同事務局
きょうどう じ む きょく

国際連携委員会
こくさいれんけい い いんかい

幹事団体
かん じ だんたい

団体会員・個人会員
だんたいかいいん こ じんかいいん


